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●札幌
小樽

石狩湾新港地域

● ★

石
狩
湾
新
港
地
域
で
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
具
現
化
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
北
海
道
」
の
実
現
に
も
大
き
く

貢
献
す
る
次
世
代
型
の
グ
リ
ー
ン

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
立
地
が
進
ん

で
い
ま
す
。

京
セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
㈱
が
現
在
建
設
中
の

「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
（
Ｚ
Ｅ
Ｄ
）」
は
、
こ
の

近
傍
に
自
社
で
新
設
す
る
太
陽
光

発
電
所
と
、（
同
）
グ
リ
ー
ン
パ

ワ
ー
石
狩
が
所
有
す
る
石
狩
湾
新

港
洋
上
風
力
発
電
所
の
再
エ
ネ
電

源
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
た
め
に
必
要
な

Ｇ
Ｐ
Ｕ
処
理
に
用
い
る
電
力
量
を

は
じ
め
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
全
体
で

必
要
と
す
る
電
力
量
を
24
／
７

カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
電
力
※
に

則
っ
た
方
法
で
調
達
し
稼
働
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
急
不
動
産
㈱
、
㈱
Ｆ

ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ

ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
及
び
ア
ジ
リ

テ
ィ
ー
・
ア
セ
ッ
ト
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
ズ
㈱
が
中
心
と
な
っ
て
事
業

化
を
進
め
て
き
た
（
同
）
石
狩
再

エ
ネ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
第
１
号

は
、
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
な
ど
の

太
陽
光
発
電
施
設
に
よ
り
必
要
と

な
る
電
力
を
調
達
し
、
不
足
時
に

は
再
エ
ネ
由
来
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
石
狩
の
「
非
化
石
証
書
」

付
き
の
電
力
を
購
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
産
地
消
の
再
エ
ネ
１
０

０
％
を
達
成
す
る
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
、
26
年
春
の
完
成
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

さ
く
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
㈱
石

狩
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、
北
海
道

の
冷
涼
な
外
気
を
活
用
し
た
外
気

冷
房
お
よ
び
水
力
発

電
を
中
心
と
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
源
１
０
０
％
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
ゼ
ロ
を

実
現
す
る
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
稼
働

中
で
す
が
、
先
般
、

経
済
安
全
保
障
推
進

法
に
基
づ
く
特
定
重

要
物
資
で
あ
る
「
ク

ラ
ウ
ド
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
供
給
確
保
計

画
に
関
す
る
経
済
産

業
省
の
認
定
を
受

け
、
生
成
Ａ
Ｉ
向
け

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「
高
火
力
」

の
拡
張
整
備
が
順
次
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
後
、
Ｄ
Ｘ
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
一

層
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
の
需
要
は
ま
す
ま
す
高

ま
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
当
社
で
は
、
事
業
に
必
要
な

電
力
を
全
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
ま
か
な
う
こ
と
を
目
指
し

て
石
狩
市
が
構
想
し
て
い
る「
Ｒ

Ｅ
ゾ
ー
ン
」に
位
置
す
る
花
畔
第

二
４
工
区
に
お
い
て
、今
年
度
、約

17
㌶
の
用
地
造
成
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
８
年
度
の

分
譲
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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発
電
所
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
業
務

効
率
化
と
品
質
向
上
に
つ
い
て

北
海
道
電
力
㈱
石
狩
湾
新
港
発

電
所
１
号
機
で
は
今
春
よ
り
設
備

の
巡
視
点
検
業
務
ロ
ボ
ッ
ト
を
導

入
し
運
用
し
て
い
ま
す
。
発
電
所

で
は
広
範
囲
に
存
在
す
る
機
器
の

点
検
に
多
く
の
時
間
を
要
し
て
き

ま
し
た
が
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
一
環
と

し
て
、巡
視
点
検
業
務
の
効
率
化
、

品
質
向
上
を
図
る
た
め
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
大
手
電
力
会
社
の
大
型

火
力
発
電
所
で
は
初
と
な
る
運
転

状
態
の
常
時
監
視
・
制
御
業
務
を

遠
隔
で
行
う
取
り
組
み
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
発
電
所

の
運
転
状
態
の
常
時
監
視
・
制
御

は
発
電
所
構
内
で
行
う
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
電

気
事
業
法
の
改
正
に
よ
り
、
一
定

要
件
を
満
た
せ
ば
構
外
か
ら
の
制

御
に
よ
る
運
用
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
取
り
組
む
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

同
社
で
は
、
業
務
の
効
率
化
と

品
質
向
上
、
な
ら
び
に
将
来
的
な

人
材
の
高
齢
化
や
人
材
不
足
と

い
っ
た
課
題
解
決
に
向
け
て
、
火

力
発
電
所
の
さ
ら
な
る
Ｄ
Ｘ
化
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

２
号
機
の
稼
働
開
始
時
期
の

見
直
し
に
つ
い
て

北
海
道
電
力
㈱
で
は
２
０
１
９

年
２
月
よ
り
石
狩
湾
新
港
発
電
所

１
号
機
の
営
業
運
転
を
開
始
し
て

い
ま
す
が
、
２
０
３
４
年
12
月
の

稼
働
開
始
を
予
定
し
て
い
た
２
号

機
に
つ
い
て
、
そ
の
時
期
を
２
０

３
０
年
度
に
見
直
し
ま
し
た
。

同
社
は
石
狩
湾
新
港
２
号
機
の

新
設
に
関
し
、
２
０
２
３
年
度
に

開
催
さ
れ
た
長
期
脱
炭
素
電
源

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
※
に
応
札
し
、
落

札
し
た
こ
と
を
公
表
し
て
お
り
、

運
転
開
始
時
に
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
専
焼
と

な
り
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
水
素

燃
焼
な
ど
に
よ
る
脱
炭
素
化
に
向

け
た
対
応
を
進
め
る
見
込
み
で
す
。

※
長
期
脱
炭
素
電
源
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

発
電
所
（
電
源
）
の
新
た
な
建
設

を
促
し
な
が
ら
、
化
石
燃
料
を
用
い

た
電
源
か
ら
、水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
の
た
め
の
電

源
に
切
り
替
え
、２
０
５
０
年
ま
で

に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
電
力
の

安
定
供
給
の
実
現
を
目
指
す
制
度
。






























































▲ゼロエミッション・データセンター（ZED）の完成予想図

●産業拠点●SYNERGY＝ SAPPORO× PORT× INDUSTRY ▲ホームページ ▲プロモーションビデオ

▲さくらインターネット石狩 iDCセンター

▲導入された巡視点検業務ロボット

▲石狩再エネデータセンター第１号の完成予想図

※24/7 カーボンフリー電力
24 時間 365 日（常時）、電力供給網にCO2排出量ゼロの電力を
供給しリアルタイムで使用するという考え方























































～
再
エ
ネ
活
用
を
見
据
え
た
電
源
供
給
能
力
や
土


広
さ
を

背
景
に
石
狩
湾
新
港

域
へ

注
目
度
が
高
ま
る
～

▲造成が進む花畔（ばんなぐろ）第二４工区用地
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㈱Ａ・Ｑコーポレーション(本社：札幌市西区 代表取締役 久木 永俊）
は本年７月 23 日に北海道支店を札幌市手稲区から石狩湾新港地域内の銭
函５丁目に移転しました。
同社は道路工事における路面切削工事（舗装の延命を図る予防的修繕工
法であり、アスファルト舗装の表面に連続的に凸凹が発生し、平坦性が極
端に悪くなった箇所を切削機により削り取り、路面の形状を回復させる工
法）を中心とした舗装工事・一般土木工事の施工会社で、北海道支店のほ
か、関東・九州にも支店を構えています。
移転した北海道支店は整備工場を兼ねており、今後のさらなる事業展開
が期待されています。

１
９
９
４
年
に
関
税
法
に
基
づ

く
国
際
貿
易
港
と
し
て
開
港
し
た

石
狩
湾
新
港
は
本
年
６
月
、
開
港

30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

本
港
は
、
開
港
以
来
、
東
ア
ジ

ア
と
の
間
で
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路

を
開
設
す
る
な
ど
、
本
道
の
「
日

本
海
側
国
際
物
流
拠
点
」
と
し
て

の
機
能
を
充
実
さ
せ
て
き
た
ほ

か
、
近
年
で
は
、
２
０
１
２
年
の

北
海
道
ガ
ス
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
稼
働
、

２
０
１
９
年
の
北
電
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力

発
電
所
の
運
転
開
始
、
２
０
２
４

年
の
洋
上
風
力
発
電
所
の
商
業
運

転
開
始
な
ど
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

地
」
と
し
て
の
拠
点
化
が
進
め
ら

れ
、
取
扱
い
貨
物
の
堅
調
な
推
移

と
と
も
に
着
実
な
発
展
を
続
け
て

い
ま
す
。

去
る
６
月
10
日
に
は
、
本
港
の

港
湾
管
理
者
で
あ
る
鈴
木
直
道
北

海
道
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

者
２
０
０
人
の
出
席
の
も
と
、
札

幌
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
記
念
式
典

が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
併
せ
て
、
石
狩
湾
新
港

振
興
会
（
会
長

田
岡
克
介
氏
）

は
、
６
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の

間
、石
狩
市
民
図
書
館
に
お
い
て
、

石
狩
湾
新
港
の
歴
史
を
振
り
返
る

展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場

で
は
、
石
狩
湾
新
港
管
理
組
合
が

発
行
す
る
歴
代
の
「
港
湾
要
覧
」

な
ど
、
関
係
者
や
関
係
機
関
か
ら

集
め
ら
れ
た
貴
重
な
資
料
や
写
真

な
ど
が
多
数
展
示
さ
れ
、
港
の
計

画
、
建
設
か
ら
現
在
ま
で
の
発
展

の
歩
み
、
ま
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
関
連
し
た
将
来
像

ま
で
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ

る
と
と
も
に
、
来
場
し
た
市
民
な

ど
に
対
し
て
は
田
岡
会
長
か
ら
直

接
、
丁
寧
な
解
説
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
10
、
11
日
に
は
西

埠
頭
に
お
い
て
、
30
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
多
く
の
市
民

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
石
狩
湾
新

港
や
物
流
に
親
し
み
や
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
石
狩
湾
新
港
開
港
30
周

年
記
念
フ
ェ
ス
タ
」が
開
催
さ
れ
、

世
界
で
も
有
数
の
高
速
帆
船
で

「
太
平
洋
の
白
鳥
」
と
も
呼
ば
れ

る
練
習
船
「
日
本
丸
」
が
30
年
振

り
に
来
港
、
一
般
公
開
な
ど
が
行

わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

㈱ユーケートランスポート（本社：札幌市東区 代表取締役 佐藤 諭）
は業容の拡大に伴い、本年７月１日に石狩湾新港地域内に構える本社営業
所を増築し、倉庫・車輛置場を新設しました。
同社が保有する車輛は全て大型２層式冷凍冷蔵庫を装備しており、荷台
の中を仕切ることで前室と後室とで異なる温度帯（－30° ～＋30°）の商品
を同時に輸送することが可能です。
主力である冷凍食品輸送のほか､チルド製品やアイスクリーム､青果物な
どの食品輸送を中心に「温度・鮮度・時間」に配慮した良質なサービスを北
海道から九州にまたがる全国規模の物流ネットワークで展開しています。

◆ 企 業 紹 介 ◆

TEL 0133-60-6330

   
 

TEL 0133-77-6871

▲増築した本社営業所

▲石狩湾新港開港 30 周年記念式典のもよう

▲30 年振りに来港した日本丸

当
社
は
皆
様
の
ご
支
援
の
も
と
、
本
年

12
月
、
設
立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

今
号
と
次
号
の
２
回
に
わ
た
り
、
当
社

お
よ
び
石
狩
湾
新
港
地
域
の
開
発
の
軌
跡

を
振
り
返
り
ま
す
。

１
９
６
０
年
代
前
半
、
戦
後
か
ら
の
飛

躍
的
な
経
済
発
展
に
よ
る
住
宅
、
土
木
建

築
の
着
工
増
な
ど
に
伴
い
、
外
材
輸
入
が

年
々
増
加
し
て
い
る
中
で
、
増
大
し
て
い

た
木
材
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
本
道
と

の
輸
送
距
離
が
比
較
的
短
い
ソ
連
の
北
洋

材
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

北
海
製
罐
㈱
向
け
缶
詰
用
外
装
木
箱
の

生
産
を
主
軸
と
し
て
木
材
事
業
を
し
て
い

た
㈱
ト
ー
モ
ク
と
北
海
製
罐
㈱
は
、
北
洋

材
等
の
貯
木
場
に
隣
接
し
た
製
材
・
合

板
・
床
板
等
の
木
材
工
業
団
地
造
成
と
将

来
的
に
石
狩
地
区
を
中
心
と
す
る
工
業
開

発
に
関
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
北
洋
材
中
心
の
木
材
輸
入
専
門
商

社
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
た
北
洋
交
易
㈱

を
新
会
社
設
立
の
準
備
に
あ
て
、
昭
和
39

年
12
月
18
日
に
そ
の
事
業
主
体
と
し
て

民
間
企
業
『
石
狩
開
発
㈱
』
を
設
立
し
ま

し
た
。

昭
和
40
年
に
は
、
茨
戸
川
水
面
貯
木
場

に
隣
接
し
た
石
狩
工
業
団
地
（
新
港
南
１

丁
目
の
第
１
期
用
地
）
の
造
成
が
開
始
さ

れ
、
分
譲
第
１
号
と
し
て
㈱
ト
ー
モ
ク
が

進
出
し
ま
し
た
。

昭
和
45
年
（
大
阪
万
博
開
催
の
１
９
７

０
年
）
に
札
幌
圏
を
中
心
と
す
る
生
産
物

流
の
増
大
、
都
市
型
工
業
の
発
展
や
北
方

圏
と
の
経
済
交
流
に
対
応
す
る
た
め
新
た

な
港
湾
を
建
設
し
、
こ
れ
を
核
と
し
た
生

産
物
流
拠
点
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、「
第
３
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」
の

中
で
苫
小
牧
東
部
の
開
発
と
と
も
に
北
海

道
の
飛
躍
的
発
展
の
起
爆
力
と
な
る
一
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

石
狩
湾
新
港
の
建
設
と
背
後
地
域
の
開
発

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の「
第
３
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」

の
石
狩
湾
新
港
地
域
の
開
発
事
業
の
具
体

化
に
向
け
て
、
道
と
開
発
庁
の
協
議
に
よ

り
、
用
地
に
つ
い
て
は
、
道
企
業
局
に
よ

り
一
括
先
行
買
収
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
開
発
体
制
に
つ
い
て
は
、

既
に
隣
接
地
域
で
木
材
工
業
団
地
の
開
発

を
進
め
て
い
た
石
狩
開
発
㈱
を
新
た
な
事

業
主
体
と
し
て
活
用
す
る
方
針
が
示
さ

れ
、北
海
道
、北
海
道
東
北
開
発
公
庫（
現

日
本
政
策
投
資
銀
行
）、札
幌
市
、小
樽
市
、

石
狩
町
か
ら
の
出
資
に
よ
り
、
昭
和
47
年

（
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
１
９

７
２
年
）
に
、
第
３
セ
ク
タ
ー
と
し
て
組

織
変
更
が
行
わ
れ
、
石
狩
湾
新
港
地
域
の

開
発
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

（
次
号
に
つ
づ
く
)





























































▲昭和 43 年頃の一期用地（木材工業団地）のようす

▲移転した北海道支店

▲昭和 51 年策定の石狩湾新港地域土地利用計画

北海道支店


